
（
四
）
本
國
の
使
と
共
に
歸
ら
む
と
請
ふ
啓 

  

朝
は
ま
だ
底
冷
え
の
す
る
二
月
下
旬
に
長
安
を
発
ち
、
空
海
は
一
日
行
程
で
「
驪
山
」
の
温
泉
に
到
着

し
た
。
往
路
は
ま
っ
た
く
温
泉
気
分
も
わ
か
ず
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
愛
の
離
宮
に
目
を
や
る
暇
と
て
な
か
っ

た
が
、
帰
国
最
初
の
夜
空
海
は
こ
こ
で
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
つ
か
り
「
虚
し
く
往
い
て
実
ち
て
帰
る
」
法

幸
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

「
華
清
宮
」
は
も
と
も
と
帝
王
と
愛
妃
の
離
宮
と
し
て
あ
る
い
は
皇
帝
の
保
養
地
と
し
て
重
用
さ
れ
て

き
た
。
西
周
の
幽
王
は
こ
こ
で
寵
妃
の
褒
似
と
遊
興
し
、
秦
の
始
皇
帝
は
そ
の
身
体
を
癒
し
、
唐
の
玄
宗

は
七
四
七
年
に
宮
殿
を
建
て
、
秋
か
ら
春
の
離
宮
と
し
て
楊
貴
妃
と
の
悦
楽
の
日
を
送
っ
た
。 

楊
貴
妃
は
七
一
八
年
蜀
州
の
官
吏
の
楊
家
に
生
れ
、
楊
玉
環
と
い
っ
た
。
生
来
の
美
貌
に
よ
り
、
十
六

才
に
し
て
後
宮
に
入
り
玄
宗
の
子
の
妃
と
な
っ
た
。
七
四
〇
年
、
玄
宗
が
華
清
宮
に
滞
在
中
に
宦
官
の
薦

め
で
召
さ
れ
た
。
美
貌
の
上
に
聡
明
で
ま
た
歌
舞
音
曲
に
す
ぐ
れ
て
い
た
た
め
、
玄
宗
は
す
っ
か
り
玉
環

に
心
を
奪
わ
れ
、
日
を
追
っ
て
寵
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
七
四
五
年
に
は
皇
后
に
次
ぐ
ナ
ン
バ
ー
２
の

貴
妃
と
し
て
遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
楊
貴
妃
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
玄
宗
は
毎
年
秋
か
ら
春
の
間

こ
の
「
華
清
宮
」
で
楊
貴
妃
と
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

 



白
居
易
（
白
楽
天
）
は
、
こ
の
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
「
華
清
宮
」
で
の
日
々
を
長
恨
歌
に
し
て
残
し
た
。 

 

漢
皇
色
ヲ
重
ン
ジ
テ
傾
国
ヲ
思
フ
、
御
宇
多
年
求
ム
レ
ド
モ
得
ズ
。 

楊
家
ニ
女
有
リ
初
メ
テ
長
成
シ
、
養
ハ
レ
テ
深
閨
ニ
在
リ
人
未
ダ
識
ラ
ズ
。 

天
生
ノ
麗
質
ハ
自
ラ
棄
テ
難
ク
、
一
朝
選
バ
レ
テ
君
王
ノ
側
ニ
在
リ
。 

眸
ヲ
回
シ
テ
一
笑
ス
レ
バ
百
媚
生
ジ
、
六
宮
ノ
粉
黛
顔
色
無
シ
。 

春
寒
ク
シ
テ
浴
ヲ
賜
フ
華
淸
ノ
池
、
温
泉
水
滑
カ
ニ
シ
テ
凝
脂
ヲ
洗
フ
。 

 

春
宵
短
キ
ヲ
苦
シ
ミ
テ
日
高
ク
シ
テ
起
ク
、
此
レ
従
リ
君
王
早
朝
セ
ズ
。 

歓
ヲ
承
ケ
宴
ニ
侍
シ
テ
閒
暇
無
ク
、
春
ハ
春
遊
ニ
従
ヒ
夜
ハ
夜
ヲ
專
ラ
ニ
ス
。 

後
宮
ノ
佳
麗
三
千
人
、
三
千
ノ
寵
愛
一
身
ニ
在
リ
。 

 

姉
妹
弟
兄
皆
土
ヲ
列
ネ
、
憐
ム
可
シ
光
彩
ノ
門
戸
二
生
ズ
ル
ヲ
。 

遂
ニ
天
下
ノ
父
母
ノ
心
ヲ
シ
テ
、
男
ヲ
生
ム
ヲ
重
ン
ゼ
ズ
女
ヲ
生
ム
ヲ
重
ン
ゼ
令
ム
。 

驪
宮
高
き
処
靑
雲
に
入
り
、
仙
楽
風
に
飄
っ
て
処
々
ニ
聞
コ
ユ
。 

緩
歌
謾
舞
絲
竹
を
凝
ら
し
、
日
ヲ
尽
シ
テ
君
王
看
レ
ド
モ
足
ラ
ズ
。 

 
 

・
・
・
・ 

 



 

こ
こ
か
ら
五
日
、
天
下
の
険
の
「
潼
関
」
を
越
え
、
空
海
は
「
函
谷
関
」
の
上
り
に
入
っ
た
。
「
函
谷

関
」
は
三
ヶ
所
あ
る
。 

最
も
有
名
で
古
い
の
が
、
洛
陽
と
長
安
の
ほ
ぼ
中
間
あ
た
り
に
あ
る
秦
の
時
代
の
関
所
で
あ
る
。
戦
国

時
代
の
紀
元
前
三
世
紀
後
半
、
韓
や
魏
な
ど
東
方
の
国
の
兵
を
防
ぐ
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
、「
函
谷
古
道
」
と
そ
の
周
辺
に
当
時
の
矢
倉
や
望
楼
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。 

そ
こ
か
ら
約
五
㎞
ほ
ど
洛
陽
よ
り
の
と
こ
ろ
に
魏
の
時
代
の
も
の
が
あ
る
。
紀
元
三
世
紀
の
三
国
志
の

時
代
、
魏
の
曹
操
が
西
方
の
漢
中
の
張
魯
や
蜀
の
馬
超
ら
を
攻
略
す
る
た
め
に
つ
く
っ
た
。
今
、
烽
火
台

が
残
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
一
番
洛
陽
よ
り
で
洛
陽
か
ら
西
方
約
三
十
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
漢
の
武
帝
の
代
に
将
軍

楊
僕
が
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
古
道
や
城
門
が
残
っ
て
い
る
。 

 

「
函
谷
関
」
の
危
険
な
山
道
を
よ
う
や
く
切
り
抜
け
る
と
二
日
で
「
硤
石
」
に
出
る
。
往
路
も
悪
路
だ

っ
た
が
、
狭
い
上
に
け
っ
こ
う
な
往
来
が
あ
っ
て
馬
車
も
馬
上
も
揺
れ
に
揺
れ
対
抗
し
て
く
る
上
り
下
り

の
馬
車
が
す
れ
ち
が
う
の
に
難
儀
の
連
続
で
あ
っ
た
。 

 

長
安
を
出
て
か
ら
一
週
間
、
洛
陽
の
郊
外
に
届
い
た
。
空
海
は
ま
っ
す
ぐ
「
龍
門
石
窟
」
に
向
っ
た
。

往
路
は
大
使
ら
と
「
大
盧
舎
那
像
龕
」
に
表
敬
参
拝
を
し
た
程
度
で
あ
っ
た
が
、
帰
路
は
密
教
伝
法
阿
闍

梨
と
し
て
是
が
非
に
も
参
拝
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
聖
蹟
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。 

 



 

こ
の
龍
門
に
は
、
『
大
日
経
』
を
請
来
し
て
自
ら
漢
訳
し
、
さ
ら
に
『
大
日
経
疏
』
を
一
行
と
と
も
に

著
わ
し
た
善
無
畏
三
蔵
の
眠
る
広
化
寺
と
、
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』
な
ど
の
『
金
剛
頂
経
』
系

の
経
典
・
儀
軌
を
唐
土
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
自
ら
漢
訳
し
た
金
剛
智
三
蔵
の
眠
る
奉
先
寺
が
あ
っ
た
。 

広
化
寺
と
奉
先
寺
は
、
両
祖
の
埋
葬
後
、
密
教
の
徒
が
詣
で
る
聖
蹟
に
な
っ
て
い
た
。
真
言
伝
法
の
第

八
祖
阿
闍
梨
と
な
っ
た
空
海
は
、
密
宗
の
学
徒
と
し
て
学
恩
に
報
ず
る
ほ
か
現
在
の
立
場
上
是
が
非
で
も

立
ち
寄
り
両
祖
の
墓
前
に
香
華
を
手
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

  

広
化
寺
は
、
龍
門
山
（
西
山
）
の
北
の
高
台
に
あ
っ
た
。
最
初
そ
の
地
に
善
無
畏
三
蔵
の
遺
骸
が
埋
葬

さ
れ
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
七
五
八
年
に
三
蔵
の
仏
果
増
進
の
た
め
そ
こ
に
広
化
寺
が
建
立
さ

れ
、
以
後
善
無
畏
の
法
脈
に
つ
な
が
る
『
大
日
経
』
系
の
密
教
を
奉
ず
る
密
僧
は
皆
こ
こ
の
土
に
な
っ
た

と
い
う
。 

  

奉
先
寺
は
、
唐
の
高
宗
の
時
代
の
創
建
と
い
わ
れ
西
山
で
一
番
古
い
「
古
陽
洞
」
の
南
の
高
台
に
あ
っ

た
が
、
近
年
ま
で
場
所
不
明
で
あ
っ
た
。
今
は
故
地
に
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
「
龍
門
石
窟
」
中
、
今
、

奉
先
寺
と
い
わ
れ
て
い
る
有
名
な
「
大
盧
舎
那
像
龕
」
の
こ
と
で
は
な
い
。
金
剛
智
三
蔵
は
七
四
一
年
洛

陽
の
広
福
寺
で
没
し
龍
門
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
二
年
後
、
奉
先
寺
に
供
養
の
塔
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
ち
ら

に
は
金
剛
智
に
連
な
る
『
金
剛
頂
経
』
系
の
密
教
に
従
う
末
徒
が
以
後
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
。 

 



善
無
畏
・
金
剛
智
両
祖
の
墓
参
を
済
ま
せ
た
あ
と
、
今
度
は
ゆ
っ
く
り
時
間
を
と
っ
て
壮
大
な
「
龍
門

石
窟
」
寺
院
を
拝
観
し
た
。
こ
こ
は
、
敦
煌
の
「
莫
高
窟
」
や
大
同
の
「
雲
岡
石
窟
」
と
と
も
に
中
国
の

石
窟
寺
院
を
代
表
す
る
仏
跡
で
あ
っ
た
。
伊
闕
の
谷
、
伊
水
（
河
）
の
両
岸
に
、
北
魏
の
文
帝
時
代
か
ら

隋
・
唐
さ
ら
に
は
北
宋
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
巨
大
な
石
窟
群
が
展
開
し
て
い
る
。
当
初
は
「
伊
闕
石
窟

寺
」
と
呼
ば
れ
た
。 

北
魏
時
代
か
ら
の
石
窟
が
あ
る
龍
門
山
（
西
山
）
に
は
、
千
三
百
余
の
洞
と
八
百
近
い
仏
龕
（
木
製
や

石
窟
の
厨
子
の
な
か
に
仏
像
を
刻
ん
だ
も
の
）
と
、
四
十
か
ら
の
仏
塔
と
九
万
七
千
余
の
石
仏
と
三
千
七

百
に
も
な
ろ
う
と
い
う
石
碑
の
大
半
が
あ
っ
た
。 

 

空
海
は
先
ず
、
「
大
盧
舎
那
像
龕
」
に
向
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
は
「
奉
先
寺
洞
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
洞
は
、
「
龍
門
石
窟
」
で
も
最
大
級
の
も
の
で
、
岩
山
の
山
腹
に
幅
三
十
三
・
五
ｍ
、
奥
行
三
十
八
・

七
ｍ
、
高
さ
四
十
ｍ
の
巨
大
な
ド
ー
ム
を
掘
り
、
正
面
中
央
に
伊
水
に
臨
み
高
さ
十
七
ｍ
か
ら
の
盧
舎
那

仏
が
坐
し
、
迦
葉
・
阿
難
の
二
大
仏
弟
子
と
二
菩
薩
・
二
天
王
・
二
力
士
の
合
計
九
体
の
大
尊
像
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
唐
の
高
宗
の
勅
願
に
よ
っ
て
、
六
七
二
年
に
開
削
さ
れ
三
年
九
ヶ
月
を
要
し
た
と
い
う
。 

 

次
に
「
大
盧
舎
那
像
龕
」
の
す
ぐ
南
に
あ
る
「
古
陽
洞
」
を
拝
観
し
た
。
北
魏
の
時
代
に
造
ら
れ
た
ド

ー
ム
型
の
最
古
の
大
石
窟
で
あ
る
。
正
面
二
段
の
台
壇
に
釈
迦
如
来
像
が
坐
り
、
そ
の
両
脇
に
脇
侍
の
菩

薩
像
が
対
向
し
て
立
っ
て
い
る
。
左
右
の
壁
に
は
、
三
層
に
分
か
れ
て
大
き
な
仏
龕
が
あ
り
、
こ
の
洞
の



全
体
に
多
数
の
小
さ
な
仏
龕
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
洞
に
隣
接
す
る
や
は
り
北
魏
時
代
の
「
火
焼
洞
」

「
石
窟
寺
」、
さ
ら
に
南
の
「
極
南
洞
」
に
も
足
を
運
ん
だ
。 

今
度
は
逆
戻
り
し
、
や
は
り
北
魏
時
代
の
「
魏
字
洞
」「
普
秦
洞
」
「
蓮
華
洞
」
を
拝
し
歩
き
、
な
お
唐

代
の
「
恵
簡
洞
」
「
獅
子
洞
」
「
万
仏
洞
」
と
、
飽
か
ず
中
国
人
の
秀
で
た
石
工
技
術
と
仏
教
美
術
と
信
仰

心
に
心
を
打
た
れ
な
が
ら
拝
観
し
つ
づ
け
た
。 

北
側
の
「
賓
陽
洞
」
に
も
寄
っ
た
。
「
賓
陽
洞
」
は
今
は
三
洞
（
南
洞
・
中
洞
・
北
洞
）
あ
る
が
、
こ

の
時
は
北
魏
時
代
の
中
洞
だ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
。
中
洞
に
は
前
か
が
み
の
巨
大
な
釈
迦
如
来
を
中
心
に
両

脇
侍
菩
薩
と
迦
葉
・
阿
難
の
二
大
弟
子
の
五
体
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
壁
面
に
は
「
維
摩
変
」「
佛
本
生
故
事
」

「
皇
帝
礼
佛
図
」「
皇
后
礼
佛
図
」「
十
神
王
像
」
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
「
皇
帝
礼
佛
図
」「
皇
后

礼
佛
図
」
は
革
命
後
に
盗
掘
に
遭
い
、
今
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
と
カ
ン
サ
ス
（
ネ

ル
ソ
ン
美
術
館
）
に
あ
る
と
い
う
。 

 

次
い
で
対
岸
の
香
山
（
東
山
）
に
回
っ
た
。
こ
ち
ら
に
は
龍
門
山
（
西
山
）
の
方
が
彫
り
尽
く
さ
れ
た

た
め
、
唐
代
に
開
削
さ
れ
た
「
看
経
寺
洞
」
や
三
洞
か
ら
な
る
「
擂
鼓
台
洞
」
や
「
大
万
五
仏
洞
」
な
ど
、

七
つ
の
窟
が
あ
る
。 

空
海
は
「
大
万
五
仏
洞
」
南
洞
に
坐
す
触
地
印
に
住
す
る
大
日
如
来
を
仰
ぎ
見
て
感
嘆
し
た
。
真
う
し

ろ
の
対
岸
に
は
「
大
盧
舎
那
像
龕
」
の
盧
舎
那
仏
が
対
峙
し
て
い
た
。 

 



空
海
は
龍
門
で
二
人
の
祖
師
に
報
恩
謝
徳
の
誠
を
さ
さ
げ
、
石
窟
寺
院
の
雄
壮
巨
大
な
仏
教
美
術
を
堪

能
し
、
勇
躍
し
て
洛
陽
に
入
っ
た
。 

 
洛
陽
で
は
何
よ
り
も
先
に
善
無
畏
三
蔵
が
『
大
日
経
』
を
漢
訳
し
た
大
福
先
寺
に
参
じ
た
。
奈
良
の
西

大
寺
で
最
初
に
天
平
写
本
の
『
大
日
経
』
を
拝
し
た
時
、
よ
も
や
そ
の
訳
経
の
故
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
な
ど
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
。
つ
い
半
年
前
恵
果
に
従
っ
て
そ
の
内
奥
も
極
め
た
。
空
海
は
『
大
日

経
』
の
感
慨
を
胸
に
大
福
先
寺
の
山
門
を
く
ぐ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
大
安
寺
の
栄
叡
・
普
照
の
努

力
に
よ
っ
て
こ
の
寺
か
ら
日
本
に
渡
っ
た
道
璿
が
東
大
寺
大
仏
開
眼
の
呪
願
師
を
つ
と
め
た
こ
と
も
、
そ

の
道
璿
の
紹
介
に
よ
っ
て
鑑
真
以
下
の
律
僧
が
日
本
に
招
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
情
も
承
知
し
て
い
た
。 

  

洛
陽
で
、
空
海
は
郊
外
の
白
馬
寺
に
し
ば
し
留
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
白
馬
寺
は
中
国
仏
教
史
上

最
古
の
仏
教
寺
院
で
あ
る
。
紀
元
一
世
紀
の
中
頃
、
後
漢
の
明
帝
が
夢
の
な
か
で
「
金
人
」
（
金
色
の
仏
）

を
見
て
仏
法
に
帰
依
し
、
十
二
名
の
使
い
を
大
月
氏
国
に
派
遣
し
仏
典
を
求
め
さ
せ
た
。
大
月
氏
国
は
中

央
ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
族
だ
っ
た
月
氏
が
紀
元
前
二
世
紀
の
後
半
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
に
展
開

し
て
い
た
大
夏
（
ト
ハ
ラ
（
ト
カ
ラ
）
族
）
を
征
服
し
て
建
国
を
し
た
国
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
は
旧
大
夏

の
部
族
の
な
か
か
ら
貴
霜
（
ク
シ
ャ
ー
ナ
）
翕
候
が
ほ
か
の
四
部
族
を
統
一
し
、
東
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か

ら
北
部
パ
キ
ス
タ
ン
さ
ら
に
北
西
イ
ン
ド
を
征
し
て
ま
も
な
く
の
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
一
世
の
時
代
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。 

 



明
帝
の
使
い
が
行
っ
た
の
は
イ
ン
ド
仏
教
の
聖
地
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
ガ
ン
ダ
ー

ラ
は
も
と
も
と
北
西
イ
ン
ド
に
栄
え
て
い
た
王
国
で
あ
り
、
紀
元
前
時
代
か
ら
仏
教
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
・
グ
リ
ー
ク
王
朝
時
代
の
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
一
世
と
イ
ン
ド
僧
の
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
の
問
答
『
ミ
リ
ン

ダ
王
の
問
い
』
は
漢
訳
仏
典
の
『
那
先
比
丘
経
』
と
し
て
今
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
、
紀

元
二
世
紀
の
頃
仏
教
へ
の
帰
依
の
厚
か
っ
た
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
第
四
代
カ
ニ
シ
カ
王
の
時
に
絶
頂
期
と
な
り
、

ギ
リ
シ
ャ
・
ペ
ル
シ
ャ
・
シ
リ
ア
・
イ
ン
ド
等
の
美
術
様
式
を
融
合
し
た
仏
像
や
石
工
レ
リ
ー
フ
な
ど
多

く
の
仏
教
美
術
を
誇
っ
た
。 

  

そ
れ
か
ら
三
年
経
っ
た
紀
元
六
七
年
、
摂
摩
騰
と
竺
法
蘭
と
い
う
二
人
の
イ
ン
ド
僧
が
仏
典
『
四
十
二

章
経
』
と
仏
像
（
金
人
）
を
白
馬
の
背
に
載
せ
洛
陽
に
来
た
。
明
帝
は
夢
が
か
な
っ
て
大
い
に
歓
喜
し
中

国
初
の
仏
教
寺
院
を
建
立
し
「
白
馬
寺
」
と
名
づ
け
た
。
『
四
十
二
章
経
』
は
摂
摩
騰
と
竺
法
蘭
が
訳
出

し
た
最
初
の
漢
訳
仏
典
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
明
帝
が
大
月
氏
国
に
使
い
を
送
っ
た
記
述
が

あ
り
、
南
斉
か
ら
梁
に
か
け
て
の
後
代
に
中
国
で
考
案
・
編
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

白
馬
寺
の
住
持
は
空
海
の
た
め
に
一
室
を
用
意
し
数
日
を
過
ご
さ
せ
て
く
れ
た
で
あ
ろ
う
。
住
持
は
空

海
を
摂
摩
騰
と
竺
法
蘭
の
墓
所
に
も
案
内
し
、
伝
来
当
初
の
仏
教
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
逸
話
を
話
し
て

く
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
空
海
は
、
唐
代
に
イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア
を
出
自
と
す
る
高
僧
が
大
乗
や
密
教
の

経
典
・
儀
軌
を
唐
土
に
も
た
ら
し
そ
の
漢
訳
に
も
つ
と
め
た
例
を
い
く
つ
も
知
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
紀



元
後
す
ぐ
か
ら
帝
王
自
ら
仏
典
を
西
方
に
求
め
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
仏
典
が
こ
の
国
に
も
た
ら
さ

れ
る
に
は
仏
教
発
祥
国
の
イ
ン
ド
を
中
心
に
ギ
リ
シ
ャ
・
イ
ラ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
周
辺
の
広
範
囲
で
興
亡
す
る
王
朝
や
民
族
間
の
動
向
が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
思
い

知
っ
た
。
そ
し
て
、
恵
果
か
ら
受
法
し
た
「
金
胎
不
二
」
の
密
教
が
、
空
間
軸
で
い
え
ば
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ

全
域
を
包
含
し
、
時
間
軸
で
い
え
ば
そ
の
地
域
の
国
々
の
歴
史
や
仏
教
の
歴
史
を
内
包
す
る
国
際
的
な
ス

ケ
ー
ル
の
宗
教
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
皆
今
わ
が
一
身
に
摂
受
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
誇
り
と
幸
せ
を

感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
今
、
白
馬
寺
の
境
内
に
空
海
大
師
の
像
が
建
っ
て
い
る
。 

  

洛
陽
は
、
中
国
を
代
表
す
る
古
都
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
た
び
た
び
王
朝
の
首
都
と
な
り
、
盛
衰
を
く
り

返
し
て
き
た
。
春
秋
時
代
が
は
じ
ま
る
紀
元
前
七
七
〇
年
、（
西
）
周
の
第
十
二
代
幽
王
が
自
ら
の
乱
脈
悪

政
に
よ
り
諸
侯
の
信
頼
を
失
い
、
犬
戎
（
周
辺
遊
牧
民
の
一
派
）
に
も
攻
め
ら
れ
つ
い
に
驪
山
で
殺
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
太
子
の
宜
臼
が
即
位
し
て
平
王
と
な
り
、
都
を
長
安
近
く
の
鎬
京
か
ら
雒
邑
（
洛

陽
）
に
遷
し
た
。 

 

紀
元
後
一
世
紀
か
ら
三
世
紀
前
半
の
後
漢
（
東
漢
）
の
時
代
ま
た
都
と
な
り
、
以
後
三
国
時
代
の
英
雄

曹
操
を
初
代
の
王
と
す
る
曹
魏
、
司
馬
炎
が
建
国
し
た
西
晋
、
そ
し
て
華
北
を
制
し
た
北
魏
、
三
百
年
ぶ

り
に
分
裂
国
家
を
統
一
し
た
隋
、
そ
し
て
後
唐
の
都
と
な
っ
た
。
空
海
が
滞
在
し
た
頃
の
洛
陽
は
長
安
に

劣
ら
ぬ
大
都
市
で
、
城
内
の
そ
ち
こ
ち
に
名
所
旧
跡
を
残
す
古
都
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 



 

空
海
は
こ
の
洛
陽
で
数
日
を
過
し
、
も
う
一
度
善
無
畏
三
蔵
ゆ
か
り
の
大
福
先
寺
に
表
敬
し
別
れ
の
挨

拶
を
し
た
。
住
持
は
そ
の
日
も
慇
懃
に
迎
え
、
別
れ
際
に
大
変
苦
渋
に
満
ち
た
言
い
方
で
意
外
な
こ
と
を

願
い
出
た
。
ま
も
な
く
密
教
が
廃
さ
れ
る
危
険
が
迫
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
密
典

を
預
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
真
剣
な
態
度
に
心
を
打
た
れ
、
空
海
は
そ
の
夜
を
大
福
先
寺

で
過
し
経
巻
を
点
検
し
た
。
密
教
の
伝
法
阿
闍
梨
と
し
て
断
れ
な
い
緊
急
判
断
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
た
く

さ
ん
の
密
典
を
馬
車
に
積
み
洛
陽
を
辞
し
た
。
判
官
ら
は
、
空
海
の
立
場
が
も
は
や
留
学
生
を
越
え
て
い

る
現
実
を
、
よ
う
や
く
わ
き
ま
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
空
海
だ
け
は
特
別
行
動
を
許
可
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

          



●
本
文
： 

留
住
學
問
僧
空
海
啓 

某
器
乏
楚
材 

聰
謝
五
行 

謬
濫
求
撥 

渉
海
而
來
也 

著
草
履

歴
城
中 

幸
遇
中
天
竺
國
般
若
三
蔵 

及
内
供
奉
惠
果
大
阿
闍
梨 

膝
歩
接
足 

仰
彼
甘
露 

 
遂
乃 

入
大
悲
胎
蔵
金
剛
界
大
部
之
大
曼
荼
羅 

沐
五
部
瑜
伽
之
灌
頂
法 

忘
湌
耽
讀 

假
寐
書

寫 
大
悲
胎
蔵
金
剛
頂
等 

已
蒙
指
南 

記
之
文
義 

兼
圖
胎
蔵
大
曼
荼
羅
一
鋪 

金
剛
界
九
會

大
曼
荼
羅
一
鋪 

竝
七
幅
丈
五
尺 

并
寫
新
翻
譯
經
二
百
餘
巻 

繕
裝
欲
畢 

此
法
也 

則
佛
之

心 

國
之
鎭
也 

攘
氛 

招
祉
之
摩
尼 

脱
凡 

入
聖
之
虚
径
也 

是
故 

十
年
之
功 

兼
之
四

運 

三
密
之
印 
貫
之
一
志 

兼
此
明
珠 

答
之
天
命 

嚮
使 

久
客
他
郷 

引
領
皇
華 

白
駒

易
過 

黄
髪
何
爲 
今
不
任
陋
願 

奉
啓
不
宣
謹
啓 

書
き
下
し
：
留
住

る
じ
ゅ
う

學
問
の
僧
空
海
啓も

う

す
。

某
そ
れ
が
し

、
器
楚
材

そ

ざ

い

に
乏
し
く
、
聰

か
し
こ

さ
五
行

ご
ぎ
ょ
う

に
謝し

ゃ

す
。
謬

あ
や
ま

っ
て
求ぐ

撥ほ
つ

を
濫

み
だ
り

に
し
、
海
を
渉
っ
て
來
た
る
。
草
履
著つ

け
城
中
を
歴へ

る
に
、
幸
い
に
中
天
竺
國
の
般
若
三
蔵
及
び

内
供
奉
の
惠
果
大
阿
闍
梨
に
遇
い
、
膝し

っ

歩ぽ

接
足

せ
っ
そ
く

し
て
、
彼
の
甘
露
を
仰
ぐ
。
遂
い
に
乃
ち
、
大
悲
胎
蔵

金
剛
界
大
部
の
大
曼
荼
羅
に
入
り
、
五
部
と
瑜
伽
の
灌
頂
法
に
沐も

く

す
。
湌さ

ん

を
忘
れ
讀
に
耽
り
、
假
寐

う
た
た
ね

し

て
大
悲
胎
蔵
金
剛
頂
等
を
書
寫
す
。
已
に
指
南
を
蒙

こ
う
む

り
、
之
が
文ぶ

ん

義ぎ

を
記
す
。
兼
ね
て
胎
蔵
大
曼
荼
羅



一
鋪ほ

、
金
剛
界
九
會

く

え

大
曼
荼
羅
一
鋪
を
圖
し
（
竝
に
七
幅
丈
五
尺
）
を
圖
し
、
并あ

わ

せ
て
新
翻
譯
の
經
二

百
餘
巻
を
寫
し
、
繕
裝

ぜ
ん
そ
う

し
て
畢お

わ

ら
ん
と
す
。
此
の
法
は
、
則
ち
佛
の
心
、
國
の
鎭

お
さ
え

な
り
。
氛ふ

ん

を
攘は

ら

い

祉
さ
い
わ
い

を
招
く
摩
尼
、
凡
を
脱
し
入
聖
に
入
る
の
捷
径
な
り
。
是
の
故
に
、
十
年
の
功
は
、
之
を
兼
ね
る
こ
と

四し

運う
ん

、
三
密
の
印
は
之
を
一
志
に
貫
く
。
此
の
明
珠

め
い
し
ゅ

を
兼
ね
て
之
を
天
命
に
答
う
。
嚮か

ね

て
使
い
し
久
し

く
他
郷
の
客
と
な
り
、
領く

び

を
皇こ

う

華か

に
引
く
。
白は

く

駒く

は
過
ぎ
易
く
、
黄
髪

こ
う
は
つ

は
如
何
せ
ん
。
今
、
陋ろ

う

願が
ん

に
任た

え
ず
。
奉ほ

う

啓
不
宣

け

い

ふ

せ

ん

、
謹
し
ん
で
啓
す
。 

私
訳
：
留
学
生
の
僧
空
海
が
申
し
上
げ
る
。
小
生
、
器
と
し
て
は
佳
い
素
質
が
乏
し
く
、
聡
明
さ
に
つ
い

て
は
書
物
を
読
む
の
に
五
行
を
一
度
に
読
む
応
奉
に
な
ど
及
ぶ
べ
く
も
な
い
。
心
得
ち
が
い
を
し
て

仏
・
菩
薩
が
本
所
に
帰
る
撥
遣
と
同
じ
こ
と
（
入
唐
留
学
）
を
み
だ
り
に
求
め
、
海
を
渡
っ
て
来
た
。

草
履
を
足
に
つ
け
て
（
＝
師
を
求
め
て
）
長
安
城
中
を
歩
き
ま
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
中
イ
ン
ド
か

ら
来
た
般
若
三
蔵
や
宮
中
の
内
供
奉
禅
師
惠
果
大
阿
闍
梨
に
遭
う
こ
と
が
で
き
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
進
み

そ
の
足
に
頭
を
つ
け
て
拝
礼
（
頂
礼
）
し
、
そ
の
密
法
を
仰
ぎ
見
た
。
す
る
と
時
を
お
か
ず
、
胎
蔵
界

と
金
剛
界
両
部
の
大
曼
荼
羅
に
入
り
、
五
部
（
金
剛
界
）
と
瑜
伽
（
胎
蔵
界
）
の
潅
頂
受
法
と
い
う
栄



に
浴
し
た
。
（
そ
し
て
）
食
事
も
忘
れ
て
経
軌
を
読
み
耽
り
、
う
た
た
寝
が
出
る
ほ
ど
疲
れ
な
が
ら
も

『
大
日
経
』
『
金
剛
頂
経
』
関
連
の
経
軌
を
書
写
し
た
。
さ
ら
に
指
導
を
受
け
て
両
経
の
内
容
に
つ
い

て
書
き
と
ど
め
も
し
た
。
同
時
に
、
胎
蔵
生
曼
荼
羅
と
金
剛
界
九
会
曼
荼
羅
を
各
一
鋪
を
画
き
、
合
せ

て
新
訳
の
経
典
二
〇
〇
巻
余
り
を
写
経
し
、
表
装
し
終
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
密
法
は
仏
教
の
心
髄

で
あ
り
鎮
護
国
家
の
基
で
あ
る
。
災
い
を
払
い
幸
い
を
招
く
摩
尼
宝
珠
で
あ
り
、
凡
夫
の
輪
廻
を
解
脱

し
て
仏
・
菩
薩
の
道
に
入
る
近
道
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
在
留
二
十
年
の
修
学
義
務
を
一
年
に

兼
ね
さ
せ
、
三
密
瑜
伽
（
密
法
）
で
一
筋
の
志
を
貫
い
た
（
密
教
を
受
法
し
終
え
た
）
。
こ
の
明
る
く

磨
か
れ
た
宝
珠
（
＝
密
法
）
は
す
べ
て
天
皇
の
勅
命
（
入
唐
留
学
）
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
。
か
ね
て

留
学
生
に
な
っ
て
長
く
他
国
の
客
と
な
り
、
（
す
で
に
）
首
を
長
く
し
て
次
の
勅
使
（
帰
国
す
る
遣
唐

使
団
）
を
待
つ
身
に
な
っ
た
。
日
月
の
過
ぎ
る
の
は
速
く
、
髪
が
黄
ば
ん
だ
ら
（
老
い
れ
ば
）
如
何
と

も
し
が
た
い
。
（
だ
か
ら
）
今
、
卑
し
い
（
と
は
思
い
つ
つ
）
願
い
出
を
提
出
す
る
次
第
な
の
で
あ
る
。

奉
啓
不
宣
。
謹
し
ん
で
申
し
上
げ
る
。 

 

※
註
記
１
：
楚
材
は
、
楚
が
木
の
幹
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
枝
（
す
わ
い
）
で
、
楚
材
は
す
ぐ
れ
た
材
。 

※
註
記
２
：
五
行
は
、
「
応
奉
五
行
」
（
『
蒙
求
』
と
い
う
故
事
伝
に
あ
り
）
と
い
う
故
事
で
、
漢
代
の

汝
南
郡
の
官
人
の
応
奉
と
い
う
人
は
、
書
物
を
読
む
の
に
五
行
を
一
度
に
読
ん
だ
と
い
う
、
聡
明
さ
の

象
徴
。 

※
註
記
３
：
謝
は
、
去
る
。
及
ば
な
い
。 



※
註
記
４
：
求
撥
は
、
撥
が
「
撥
遣
」
、
の
意
。
念
誦
法
で
召
請
し
た
仏
・
菩
薩
等
を
本
所
に
送
る
こ
と
。

こ
こ
で
は
、
長
安
（
青
龍
寺
）
を
本
所
と
し
て
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
。
＝
求
法
。 

※
註
記
５
：
内
供
奉
は
、
宮
中
で
天
皇
の
近
く
に
仕
え
、
内
道
場
で
国
家
安
穏
・
玉
体
安
全
を
祈
祷
し
、

天
皇
の
看
病
な
ど
も
行
う
仏
教
僧
。 

※
註
記
６
：
膝
歩
は
、
ひ
ざ
ま
ず
い
た
ま
ま
歩
行
す
る
こ
と
。 

※
註
記
７
：
接
足
は
、
仏
や
高
僧
の
足
元
に
頭
を
つ
け
て
拝
礼
す
る
こ
と
。 

※
註
記
８
：
甘
露
は
、
密
法
。 

※
註
記
９
：
假
寐
は
、
う
た
た
寝
。 

※
註
記
１
０
：
繕
裝
は
、
表
装
。 

※
註
記
１
１
：
氛
は
、
災
い
。 

※
註
記
１
２
：
凡
は
、
凡
夫
、
衆
生
。 

※
註
記
１
３
：
聖
は
、
仏
・
菩
薩
。 

※
註
記
１
４
：
捷
径
は
、
近
道
、
の
意
。
原
文
の
「
山
」
偏
に
「
虚
」
と
書
く
字
が
Ｐ
Ｃ
フ
ォ
ン
ト
に
は

な
い
た
め
、
近
道
と
い
う
意
味
で
「
捷
」
を
補
な
っ
た
。 

※
註
記
１
５
：
十
年
は
、
二
十
年
の
誤
り
。
日
本
の
朝
廷
が
定
め
て
い
た
留
学
生
の
修
学
期
間
。 

※
註
記
１
６
：
四
運
は
、
四
時
＝
春
夏
秋
冬
、
一
年
。 

※
註
記
１
７
：
明
珠
は
、
名
月
の
よ
う
に
明
る
く
磨
か
れ
た
宝
珠
。
密
法
の
喩
え
。 

※
註
記
１
８
：
皇
華
は
、
天
皇
の
使
者
、
遣
唐
使
。 



※
註
記
１
９
：
白
駒
は
、
月
日
、
歳
月
。『
荘
子
』
知
北
遊
篇
の
、
人
の
一
生
は
白
い
馬
が
壁
の
す
き
ま
を

通
り
過
ぎ
る
く
ら
い
の
長
さ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
喩
え
。 

※
註
記
２
０
：
黄
髪
は
、
年
老
い
て
髪
の
毛
が
黄
ば
む
こ
と
。 

※
註
記
２
１
：
陋
願
は
、
卑
し
い
、
心
の
狭
い
願
い
、
の
意
。 

 


